
1 調査対象大学等の概要等
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（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には．複数のキャンパスの所在地をそれそ
ー
れ記載して

ください。

(4）管理運営組織

職 名 設 置 時 変 更 状 況 備 考
（イハラ トオル）

理事長 井 原 徹
（平成 2 1 年 4 月 1 日）

（ユアサ シゲオ） （タジマ マコト）

・戸ナ崎 長 湯 j斐 茂 古住 田 島 量 任期により交代（25)

（平成 1 9 年 4 月 1 日） （平成 25 年 4 月 1 日）

（イイダ ヨシアキ） （ヒロイ タヅコ）

学 部 長 飯 田 良 明 広井多鶴子 任期により交代（25)

（平成 20 年 4 月 1 日） （平成 25 年 4 月 1 日）

（マツウラ ツネオ） 4主主ロ4 夕、；）.ョ】

松 浦 常 夫 広井多鶴手 任期により交代（24}

学科長等
（平成 23 年 4 月 1 日） （苧威25守4丹1白）

（ヤチ アツヒロ｝

谷内篤博 広井教授の学部長就任に
伴い交代

（平成 25 年 4 月 1 日）

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

（）書きで記入してください。

（例）平成23年度に報告済の内容→（23)

平成25年度に報告する内容→（25)

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば． 「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，よ記と同様に． 「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には． 「職名Jを「研究科長」等と修正して記入してください。
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(5) 調査苅象学部等の名称， 定員， 入学者の状況等

共

（注） ・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等 ． 定員を定めている組織ごと に記入 してください。
様式は， 平成22年度開設の4年制の学科の場合（平成25年度までの4年間） ですが， 開設年度 ・

修業年限に合わせて作成してください。 （修業年限が3年以下の場合には欄を削除し. 5年以上の場合
には， 欄を設けてください。 ）

( 5）一① 調査対象学部等の名称， 定員
語教育ね同

翻査対象学部等の 設 置時の計画
備 考名称（学位） 修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人
人聞社会学部 人

現代社会学科
4 100 10 420 

学士（人聞社会学）

（注）・定員を変更した場合は， 「備考」lこ変更前の人数， 変更年 月及び報告年度を（ ） 書き で記入してください。

(5） ー②調査対象学部等の入学者の状況

ン竺
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平鈎入学定員
超 過 率春季入学その他の学期 春季入学その他の学期 春季入学その他の学期 春季入学その他の写銅

lUU人 二人 100人 一人 IUU人 人 人 人

A 入学定員 （ ー ） （ ー ） （ ー ）
一

508 631 708 
志願者数 （ 一 ）（ ー ） （ ー ）（ ー ） （ 一 ）（ 一 ）（ ）（ 

［ ー ］［ 一 ］［ー］［ 一 ］［ ー ］［ 一 ］［ ］［ 
484 606 691 

受験者数 （ ー ）（ ー ）（ー）（ 一 ）（ ー ）（ ー ）（ ）（ 
［ 一 ］［ 一 ］［ 一 ］［ 一 ］［ 一 ］［ー］［ ］［ 1. 10倍

288 324 331 
合格 者数 （ ー ）（ 一 ）（ ー ）（ ー ）（ 一 ）（ ー ）（ ）（ 

［ 一 ］［ー］［ 一 ］［ ー ］［ 一 ］［ 一 ］［ ］［ 
109 106 116 

B 入学者数 （ ー ）（ 一 ）（ 一 ）（ ー ）（ ー ）（ ー ）（ ）（ 
［ 一 ］［ 一 ］［ 一 ］［ 一 ］［ ー ］［ 一 ］ ］［ 

入学定員超過率 1. 09 
8/A 

1. 06 1. 16

（注）・ 数字は，平成25年5月1臼現在の数字を記入してください。
・（ ） 内には ， 編入学の状況について益盤玄記入してください。なお．編入学を複数年次で行って

いる場合には，（（ ））書きとするなどしその旨をf備考』に付記してください。 該当がない年には
「－Jを記入してください。
・［ ］内には ， 留学生の状況について自盤玄記入してください。該当がない年には『 ー 』を記入して
ください。

備 考

人間社会学部
は、人聞社会学
科（入学定員100
名）と現代社会学
科（入学定員100
名）で、学部一括
入訟を実施し、2
年次進級時に学
科選択のため、
志願者数（1416
名）、受験者数
(1382名） 、 合格
者数 （662名）、入
学者数（233名）

を2学科の入学定
員で妓分して人
数を計算した。

・ 留学生についてはJ出入国管理及び難民認定法』別表第 一 に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる
「留学ビザJ）により．我が国の大学（大学院を含む。） ， 短期大学， 高等専門学校 ， 専修学校（専門諜程）

及び我が国の大学に入学する ための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。

共語教養教 育 科目
学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合） に分けて数値を記入 してください。 春季入学のみの実施の場合は、 その他の学期欄は「ー 』 を記入 して
ください。 また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入 してください。

「入学定員超過率J については ， 各年＇＊の春季入掌』士その他省F合併した入掌'J:E'・4 入室笹岩盤で.出して
ください。 なお．計算の際は小数点以下箪3位存切り捨て. ,1、数点第2位玄で担入してください。

「平鈎入学定員超過率」には， 開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入 してください。
なお ， 計算の際I土『入掌'iF'邑紹i局率！と同様に してください。
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( 5 ）ー③ 調査対象学部等の在学者の状況

ご寸
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

備 考
春季入学その他の学期 春季入学その他の竿鯛 容季入学その他の掌甥 春季入学その他の手綱

［ ー ］ ［ 一］ ［ 一 ］ ［ 一 ］ ［一］ ［ 一 ］［ ］［ ］人聞社会学部iま、人聞社会学
1年次 科（入学定員100名）と現代社

109 。 106 。 116 。 会学科（入学定員100名）で、

／／ 
［ 一 ］ ［ー］ ［ 一 ］ ［ 一 ］［ ］［ ］

学部一 括入試を実施、2年次

2年次 進級時に学科選択を行うた
117 。 99 。 め、1年次の学生数は、在学

生数（233名）を2学科 で綬分し

ンム／ ／／ 
［ 一 ］ ［ー］［ ］［ ］て算出した。

3年次 平成24年度2年からは、学科
115 。 選択後の現代社会学科 の在学

／／ ／／ ン／
［ ］［ ］者数を記入。

4年次

言十
［ー］ ［ー］ ［ー］

198 215 330 

（注）・ 数字は ， 平成25年5月1日現在の数字 を記入してください。
［ ］肉には．留学生の状況について直盤主記入してください。該当がない年には『ーJを記入して

ください。
留学生については ， 『出入国管理及び難民認定法J別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ピザ』）により ． 我が国の大学（大学院を含む。）．短期大学．高等専門学校．専修学校（奪門 課程）
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程 を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生Jを
記載してください。

短期交換留学生など ， 定員 肉に含めていない学生については記入しないでください。
学期の区分に従い学生 を入学させる場合は、春季入学 とその他の学期（春季入学以外の学期区分 を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「ー 」を記入して
ください。また、その他の学期に入学定員 を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

「計』については ， 各年麿の春季入主営企その他のさ挙期多合併L1竺在掌者粒ー 宙空拳生教を記入してください。
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( 5）ー④ 調査対象学部等の退学者等の状況

述： 入学者数（b) 退学者数（a)

平成22年度
入学者

一 人 0 人

平成23年度 106 人 3 人
入学者

平成24年度
入学者

109人 1 人

平成25年度 116人 0人
入学者

合 計 331人 4人

退学者数（内訳）

者数 退学者数の
退学した年度 退学 うち留学生数

平成22年度 一人 一人

平成23年度 一人 一人

平成24年度 一人 一人

平成25年度 一人 一人

平成23年度 0人 。人

平成24年度 3人 0人

平成25年度 人 0人

平成24年度 2人 0人

平成25年度 0人 0人

平成25年度 0人 0人

一一一一一一一一

（注）・ 数字は ． 平成25年5月1日現在の数字を記入してください．

入学者数に

主な退学理由
対する退学者数

の割合
(a/b) 

書VALUE! 号也

精神的な問題のため（1）， 進路変更（2) 2.8 早也

進路変更のため（2)
0.9 写也

0.0 % 

1.2 q也

・ 各年度の入学者数については.t主当年度当初に入学した人数を位入してください，（槍申で漫掌者がいれ爆合下お手の温掌者数多量曹A寸d見事l土

・ 各年度の退学者数については ， 退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退笠室盆�盤を記入してください。

． 留学生については．「出入国管理及び量産民箆定法J別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる『留学ピザ」）

により，設が図の大学｛大学院を含む.）.短期大学， 高等専門学校． 専修学校（専門銀程）及び我が国の大学に入学するための

準備教育課程を役置する教育施設において教育を受ける外国人学生Jを記入してください．
・ 「入学者数に対する退学者数の割合」は ． 【当骸対象年度の入学者のうち ， 平成25年度5月1日現在までに退学した学生数の合計】を．

【当該対象年度の入学者数】で除した割合（%）をXe入してください。その際． 小数点以下第2位を四捨五入し．小数点以下第1位までをii'.入してください

．「主な退学理由』は ， 下の項目を参考に記入してください．その際 ． 『就学意欲の低下（0人）』というように ， その人数も含めて記入してください。

（記入項目例｝・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学 ・ 転学 ・ 海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の$情 ・ 除籍 ・その他
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2 短業科目の概要

＜人聞社会学部 現代社会学科＞

(1)浸業科目表

配当 単位数 専任教員等の配置
備 考科目区分 授業科目の名称 年次 必修 選択 自由 教 綬 准教綬 誠師 助教 助手

実 2 2 i銅聞m般による《25》
銭 実践入門セミナー ...J 斗 闘機的高敏1・占るQ4l
ス 1前 2 4 2 開講行ヌ数「よる�a)

タ 実践キャリアプランニング 2前・櫨 2 策2:., ‘ 
インテグレ ーテッド・イング日ッシュ 1前 2 業17

i;;蝿Yテラ ＇＇ I a 1前 兼14 ・
ド M織リテラシー基礎 a

兼11 ! 科 ＃＋宇品 I＇ す予t’ I I, 1前
目 情報リテラシ－1&礎 b

キャリアデザイン a 2前 2 兼2 i
キャリアデザイン b 2後 2 兼1

キ
キャリアプランとインタ ーンシップ 3]11[ 2 憲1 ! 

ヤインタ ーンシγプ 3 ＊平成27年度より閉Ill

ア
キャリ71•1捷実践蛤 3 ＊平成27年度よりnnut

教 キャリア実践減習 4 ※平成27年度より開踊
膏 国際期解とキャリ7形成 2～ z※平成27年宣より関脇
科
自伝統文化の鹿角『と実践 2- ＊平成27年度より開鵠

女性と股業 2～ i※科包区分を衰更

•＂匹 、•￥－ ::i +i畠 畠 + 

M ずI＇－＇戸ヨキ."• 
リーディンゲ・スキルズ 1前 兼4；科目名変更（25)

リーディング・スキルズ b
2後 兼4 ii'Jh弘藍更によりE単年度を麗更（2S)ふ後

り守 ー リ� 『』t dイa 1前・憧 釜 4 lt-Hl名変更間
共

リス＝ング・スキノレズ

リスエング・スキJレズ b
2後 兼 3 ,i•a，弘董更により配当年虫垂置更（2S)

通
+i畠

兼 3 ！科目名産更（25)
沼恒 三階 、•｛！. ；，.キ."• 
スピーキング・スキノレズ 1前・櫨

教
2後；；＜ピーキング・スキノレズ b 策2 ！臨ll,JfJ! C� Lj・E・聞を阻間

育 実 4高島
践 アラ 、，マ2高a 1前 * 3利目名変更（25)

科
ア フランス路l • 
ド フラ、，守踏h

自 ハ フランスl!H b 
11量 重度 3 \'4固 ,g)t更包町

:., ‘ 
�持＋

ス ドイツr.f I a 
1前 薫4科目名変更（25)

ト
�持品

科外 1後 兼4科目名変更（25)ドイツ締 I b ! 自 国 串＠掛舎
． 

E書中国Z画l 0 1前

教中岳絡＋
育中間m1 b 

1後 策4科目名変更（25)

科ュ品手持＋
目コリ71! In 

lfflr 兼1 科目名�更（25)

ユ品手品l,. 1後 兼1 科目名変更（25)コリ7lN I b 

英lliと文化 a 2前・桂 策1

英穏と文化 b 2後 業 1

フランス符と文化 a 2fflr 兼1

フランス悟と文化 b 2後 来1 i 
ドイツ鯖と文化 a 2前

ドイツ精と文化 b 2後 薫2

中国語と文化 a 2fflr 来2

中国路と文化 b 2後 兼2

コリn11と文化 a 2]11[ 兼1

コリ7!liと文化 b 2後
海外話学研修 a 1休 2 
海外語学研修 b 1休 2 
海外語学研修c 1休 2 
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科目区分 綬業科目の名称
配当 単位数 専任i 国等の1:12世

備 考年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；住教授 講 師 助 教 助 手
t島外治学研修d I 1本 2 

情報日テラシ ー 2a 2前・檀 策 2
情報リテラシー 2 b WI・撞 策 2
情報リチラシー 2 c 2前

外 情報リテラシー応m a 1l量 2 兼 1 新規開鴎（25）量＇）わうA湾舗

国
情報りテラシ ー 2 d 2前・櫨 � 2 

E苦
情報リテラシー 2 e 2前・後 兼 1

教
1舟締リテラシ 一応m b 11量 2 ’E 1 厳規開鴎（25）制わうA再舗

2後 知＇Jh弘編成銅盤により開E商学育 情報日テラν ー 2 f 事栴A畠 来 1 期変更（23)
科 情報リ手ラシ 一応用 c 1!量 2 策 1 額規開鴎（25）制h弘再緬

目 1南側リテラシ ー 2 g 2前 2 

情報リテラシー実践 a 2後 2 兼 2 銃規開鴎（25）斜目充実
t，�械リテラシー 実践 b 2音量 2 策 1 筋規開鳩（25）科目充実
1荷鰍リテラシー 実践 c 2後 2 来 1 豊百規開鵬（25）科目充実
::J,;i�プロジみずト 2 2 ※平成26年度より聞鴎
事桧学 4都品後 畠 更（25)
寄桧長職業 畠栴‘4畠 畠 更（25)

4都品後 更（25）文学へ

安住さ尖学 ヰーヰ 畠

高性畠梅線 畠都品4轟 畠
哲学入 1111 a l"All 2 * 1 

哲学入 l"I b 1後 2 兼 1

現代の留学 a 1 前 2 業 1

現代の留学b 1後 2 兼 1

倫理学入 l"I a l'ffir 2 兼 1

哲 倫理学入 1111 b 1後 2 兼 1
0 

学現代倫理学 a 1前 2 兼 1
と現代倫周平b 1 後 2 ’l 1 

局
園
以 災学 a 1前 2 兼 1
想 虫色学 b 1後 2 * 1 

社会思想．史a 1前 2 兼 1

社会思偲史 b I 後 2 兼 1

教
中国O)f.！.＼惣a 2前 2 業 1

共 中問。〉息：＼！.lb 2後 2 来 1

通 JI 
西洋思想史 a l'ffir 2 

西洋.＼！！.惣史 b 1後 2 

教 教 仏教思世l史 a 2前 2 業 1

仏教思惣史 b 2後 2 来 1

育 育 キリスト敏績給 a IAA 2 * 1 

キリスト教概姶 b 1 後 2 来 1

科 科 尖学概絵＋ 1 前文学阪�
目目 文学概鈴 b 1 後 2 

日本の文学 a 1 前 兼 1

日本の文学 b 1 後 2 兼 1

日本の文学 c l前 兼 1

文日本の文学 d 1 後 2 兼 1

プランス文学 a 1前 2 策 1

フランス文守E b 1 後 2 兼 1

学ドイツ文学 a 1前 2 策 1 J 
ドイツ文学 b l後 2 業 1

児童文学論 a l 前 2 兼 1

児貴文学r...b I t量 2 * 1 

比較文γa 1 前 2 兼 1

比較文学b 1 後 2 薫 1

女性と文ヤ t前・撞 2 

易本皇＠ 4書ヰ 畠 科呂区分変更（25）社会と歴史へ
畠本臭b 争後 畠 村富区分量E吏（25）社会と医史へ
否洋-9!& ,!.M 畠

否鼻安強 11畠 畠 科目区分夜更（25）社会と箆史へ
裏導宴． ふ書ヰ 畠 科目区分夜更（25）社会と歴史へ

文慕奔喪‘ キー島 畠 科目区分変更（25）社会と歴史へ
化処理学 4膏事 畠 科目区分変更（25）社会と歴史へ
と比較文化蛤 a 1前・撞 2 兼 1

メ比較文化給b 1 後 2 

デ生活文化給 a 1 前 2 業 1
ィ生活文化鎗 b 1 後 2 * 1 

ア
出版文化拾 a 1前 2 業 1
出版文化諭 b l後 2 来 1
食文化箇 •AA· 後 2 兼 1 科目区分変更（25)
義盛謡. 1前 2 科目名変更（25)衣文化鎗
文化人類学 a l前 2 兼 1
文化人曹i学b ,l 後 2 兼 1
メディア給 a in 2 兼 1
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授業科目の名称
配当

科目区分 年次

メァィア給b 1後
情報文化論a 1前
情純文化論b 1後
情報科学 1後
世界の美術 11量
，心理学概論 1前・撞
心理学a l 前
心PJ!学b 1後
発途心理学a m 

事E盗心理学b 1後
発達臨床心思学1 1前

ILJ 発途臨床心理学2 1後
理 社会d心理学阪給 1前
と脳と心 1後
教 健成，心地学 1前

育 t,'i神保健 3前
カウンセリング続論 3後
�験a心理学 3前

教育学a 111) 
教ir学b 1後
数字f史a 1111 
教育史b 1後
日本因調眠法 1前・櫨
法学 1前・揖

政 政治学a m 

，“ロ‘ 政治学b 1後
と経済学a 1前

経 経済学b 1後

済 日本経済蛤a 1前
日本経済論b 1後
消費経済給 2後
日本史a 1前
日本史b 1後
西洋史． 1前
西洋史b t後

共 教 東洋史a ’前
東洋史b 1後

通 養 地理学 1前
社会学a 1前

教 教 会社会学b 1後
と社会協祉概給a 1111 

育 育 歴社会福祉概鎗b I 後
史ジェンダー鎗a 1前· ll 

手ヰ 科 ジェンダ一泊b 1前
ジェンダー文化諭 2前

自国 ジェンダ一社会論 2後

2111 

星高島
社会保障論 2有事
くらしの人間1工学 1後

生活学原論 1前・撞

会系偽S畠 み都品後

寄生岳犠 � 

ハウジング論 2111 
高齢者価祉概給 3後
教奔学・ み事事
線審学＠ +il 

教書受． ヰーー

教審臭ゐ み後
数学の1世界 111! 

自
数の思考法 1前

持
E

勢統嘩計線の俳世
学

界
4栴

1後

環物理の世界 1後
鏡宇宙物理学 l 前

俗学4棋鼻 1後
化学の世界a

品礎俗学＋ 1前
化学の11!:W.b 
五E礎化学2 1後
有機化学a 1前
有機化学b 1後
盟化学実験 1前・後
生物の他界 1前
生命と遺伝子 1前
生命と環境 1後
科学思想史 1後
環境科学 1前

一 」

単位数 専任教員等の配置

必 修 選択 自 由 教 授 准教授 揖 師 助教 助手

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

2 
2 

2 

畠

畠

2 
2 

畠

畠

畠

畠

2 
2 

2 

2 
2 

2 

2 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 」」
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備 考

議1:
策1
兼1
兼1
兼1 続規開役（25)
兼2
兼2
兼2
兼2
型軽 1 
兼1
兼1
* 1 
兼1
業1
策1
兼1
策1

兼1 科包区分変更（25)
純白区分変更（25)
純白区分変更（25)

楚
1

I 兼1
兼1
業1

繁1
蕉 1 科目区分変更（25)
叢 1 科目区分変更（25)
兼1 科目区分夜更（25)
兼1 科目区分変更（25)
ヨE 1 科目区分量E更（25)
来1 科目区分変更（25)
策1 科目区分変更（25)
業1
策1
業1
兼1
* 2 
業1
来1
兼1

糾おうι鍋底a.聾により関学学期を
変更（24)

筆 1 親妾宴�

* 1 弘編成w•により関学学期を
(24) 

業1
兼1

区分変更（25）心理と教育へ
区分変更（25）心理と教育へ
区分室更（25）心理と敏宵へ
区分JI:更（25）心理と教育へ

兼1
策 l

来1 名変更（25)

曹l 1 
薫1

業1 名変更（25)

兼1 名産更（25)

策1
兼1
棄1
禁1
業1
来1
兼1
兼1



科目区分 授業科目の名称

共

教

科

目

資

格

関

連

探1止と誕築技術a
環境と座業技術b
m廃文化慨論a
原f克文化概姶b
m境社会論

運動司且理科’T
身体運動の科学a

身体運動の科学b
スポーツ文化給
健康運動実習a

健
健康運動実習b
占E舵スポーツ尖習a
』E礎スポーツ実現b
！%；礎スポーツ尖習c
基礎スポーツ尖習d
健康体力科学術習

ツヘルスプロモ ー ション実践実習a

学
ZヨE� 

員

2聖

へんスプロ号 ー ション集践�習b
スポーツ品礎科学;J.;習a
スポーツAli礎科学�羽b
スポーツ健政科学;J.;：習
,,p 日：，： J正;;i,l:,J :,;;j!叶
スポーツ応m科学実現
世界のill術a
世界の災術b
世界0）央術c
世界の災術d
人間と美術a
人fl[Jと笑術b
文化史a
文化史b
生活経世論

手4庭 家庭工学
看護学

科 家銀関係論目教
m見学

員 保育学
日本儒学紙給a
日本語学概論b

日本事情a
日本事情b
日本文化慨諭a
日本文化概諭b

日対照宮�li学a
本対照宮語学b
t苦 日本鰐教綬法a

日本語教俊法b
昔日本1開法網a

日本話教綬法前習b
日本冊数俊法演習c
日本語教授法前習d
日本府教育実習a
日本語教育実習b
言!1f学甑論a
言語学概論b

オー プン締座a

オ｜ オー プン情座b
プ
ンオー プン講座c
構
座

オー プン講座d

オー プン講座e

配当
年次 必 修
1前
1後
l"A!r 
1後
2AA 

1嗣・量
ι前

l"A!r 
1前・櫨
1前・撞
1前・誼
1前・憧
1前・撞
Ir.I・撞
m·櫨
Ir.I·直
1前・揖
1前・撞
1後
1！量
1前・櫨

t前・櫨

1前
l後

1前
1後
1前
1後
1前
1後
2前・撞
m· 瞳

2前
3M 

3前・撞
3前

1前
ll量
2AA 

2後
2前
2後
2前
2後

IAA 
1後
2前
2後
2前
2後
3前
3後
2AA 
2後

休館
体舗

2緋晶晶
4癖－！長
2前・揖
S鼎占晶

3後
ヰ鼎－！長

4後
来陽線
み都品挫
未開院
4栴4晶

単位置 車任， 員暑の配置 備 考
選 択 自 由 教担 准教損 績師 助教 助手

2 兼1
2 策1
2 策1
2 兼1
2 兼1

i科目名変更（25)
2 ：カリhうム編成調整により開講学

－期変更（23)
2 !! Ii斬規開鴎（25)
2 業1 i 

2 兼1
2 兼1

兼Ii
策I!
* 3! 

兼1 i 

業1 i 
’l 1 i 

i斬規開院（25)
j斬規開踊（25)

策1 i新規繍際（25)

兼1 i科目名変更（25)

2 兼1i 
2 兼Ii
2 来1i 
2 兼1i ＼ノ
2 兼

兼 : I 2 
2 策l
2 兼1
2 * 1 
2 業1
2 兼1
2 兼1
2 兼1

兼1
2 兼1
2 兼1
2 策1
2 兼1
2 
2 
2 ’l I 
2 業1
2 来1
2 兼1
2 兼1
2 業1
2 兼1
2 策1
2 兼1
2 兼1
2 
2 来1 、『J

消 ＇）h弘組成調畳により本年車体鼠（25)
制h弘掴属関聾1- t ',Iヨド年展体揖la・J

2 

2 来I lm，弘編成問聾により聞踊学問置更（23)

2 兼I 
!m,;i編成胞により関酬鼠竿柑銅蹴董更但

i問自陣（25)

2 策1 1急￥－蝿暗闇聾1- 民＂す年置車1!1!111�

2 
!t•Jt,;l蝿底調畳により本年置来関陣（23)
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科目区分 銀業科目の名称
配当 単位聖 .！！！.令H 自輔の配置

備 考
年次 必 修 選 択 自 由 教 』豊 ;1[教担 儲 師 助 教 助 手

人聞社会学総論 1前・撞 2 3 
尊 心理学基礎 1前・盈 2 2 
r, 社会学級論 1前·ll 2 
基 経済学概姶 1前・撞 2 
礎 経営学際給 1前・撞 2 
手4 t:t:tit�l 1前・後 2 
目 ＝ミュニケ ー ション慨� 1前・也 2 2 

社会と統制 l後 2 
現代社会給 2前 2 
人!Ill教育学概骨量 2後 2 
人間関係論 2前 2 ．． 
教i'f·心理学 2後 2 兼 1

専 社会，心理学 2前 2 ．． 
r, 行動科学 2前 2 ! 

基 ミクロ ・ マクロ経済γ 2後 2 型軽 1 i 

幹 企業戦略論 2前 2 

科 キャリアデザイン自由 2附 2 

目 キャリアマネジメント拾 2後 2 
簿記論I llltl 2 
簿記論日 l後 2 
民法概倫 211tl 2 
商法慨論 2前 2 !! I! 
人間形成論 2前 2 兼 I!

現代教育論 2前 2 兼 1 ! 
教育社会学 3後 2 
キャリア教育支援目白 3前 2 

' 

教 女性と労働 2後 2 ．．． 
育 家鉄社会学 3前 2 ． ． 

都市社会給 3後 2 兼 1 ! 

社 共生支援治 3前 2 
会 NP 0・N G O諭 3前 2 業 1 ! 

系 ダイパーシティ社会論 3前 2 
社会ネットワ ーク給 3後 2 兼 1 ! 
社会文化事業給 3後 2 
地域社会学 2lltJ 2 
行政法 3後 2 
社会倫理 2後 2 兼 1 i 
消費者保線給 2前 2 ! 

尊
現代日本経済拾 2後 2 

門
現代企業論 2前 2 ．． 
社会会計総 3前 2 

! 

展
． 

企 I世犠経済と社会 3後 2 
' 

関
業 経済発展と社会 3前 2 

．． ．

応
社 中小企業給 3前 2 

用
:zι ＝ 国際経済輪 3後 2 
系 困際企業給 3後 2 

科 マー ケティング論 Jr,f 2 策 1 ! 
目 消ff者心理学 3後 2 業 1 ! 

安全心理学 2後 2 
企業法 2後 2 業 1 ! 
経済法 3前 2 

ピ ffi'k業，心理学 3前 2 ' 
、ノ、． 経常心理学 3後 2 

，，， 

兼 1 i ネ 人絡，心理学 m 2 
ス 臨床，t.，岨！学 3後 2 業 1 ! 
コ 典文化理解 2後 2 2 

' 

．、、句集団組織コミュニケ ー ション陰 311tl 2 来 1 ! 
人事'tl'哩給 211tl 2 

' 

' 

ホスピタリティ論 3前 2 兼 Ii
ケ リー ダー シップ姶 3!ol 2 

カウンセリング 2後 2 * 1 !
産業カウンセリング 3後 2 兼 1 !

ヨ

; 
白色
,. 

2 ーチング論 3後 2 
現代ジャー ナリスト蛤 3前 2 
社会の基礎数学 l前 2 
認知心思学 2後 2 
生涯心理学 2前 2 i 
学習心理学 3前 2 ! 

女性a心理学 3後 2 
犯罪』む理学 3前 2 兼 1 ! 

E耳 3前 1h1JhiA編成網獲により開揖学

門 心理学研究法 畠後 2 j期変更（23)

関 心理学統計法 3後 2 

連 心理学実験実習I 2前 2 業 1 ! 

科 心理学実験実習H 2後 2 兼 1

目 社会制夜概給 2前 2 
社会閥査方法姶 2後 2 
社会鯛益実智I 3r,f 2 
社会調査実習H 3後 2 
調査・実験データ処理法 2後 2 
社会科学データ分析 3前 2 
国際政治給 2lltJ 2 兼 1 ! 
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科目区分 慢業科目の名称 配当 単位軍 専任， F面画のl!i'.置
備 考年次 必 修 選 択 自 由 教 授 准教媛 脇 陣 助 教 助 手

専 地理学概姶 2後 2 i教陰謀程充実のため科目追加

門
来 t (23）担当者 竹林和彦（兼任）

関 特別講義A 休館 2 i初わう..成関聾により休a.(25)
連

� 
体絹 糾おう..成飼聾により体鴎（25)

車4 a書事 ：カリキュラム編成飼整により関繊学
目 特別締殺日 喜毛長 2 期変更（23)

2 2 
畠 畠 開litヲラス量生による（25)
+ + 開鵬ヲラス敏による（24)

演習I 1後 2 4 ♀ 牛

耳E 4 
r『 r.;i習H A 2前 2 5 畠 』L 開講ヲラス数による（24)
演 4 
習 託証習UB 2後 2 5 畠 + 開檎ヲラス数による（24)
手ヰ 前習!IIA 3前 2 6 3 
目 r,ii利回B 3後 2 6 3 

5 
演習IVA 4前 4 6 3 + 開!It？ラス敏による（24)

5 
日出羽IV日 4後 4 畠 3 ：開織ヴラス数による（24)

耳E 英!Ji：：：ミュエケーション1 1後 2 

F可 災鮪コミュニケーションDA 2AA 2 
外 �!JiコミュニケーションOB 2後 2 

;園 中間賠コミュエケーνョンI A IAA 2 
5苦 中国務コミュニケーションI B I!量 2 
f4 中国語コミュェケーションDA 2前 2 
目 中国語コミュニケ ーション日B 2後 2 

（注）・ 怨可申請書の様式第2号（その2の1)に準じて作成してください。
�置認可時の授業科目全て（兼任 ， 兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で犯載してください。 その上

で ， 前年度報告時（平成24年度に認可された大学等は設置m可時）より変更されているものは赤字見え消し
修正し 「備考』に赤字で理由・変更年月等を犯人してください。

なお． 昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については， 見え消しのまま黒字にしてください。
兼任 ． 策担の教員が担当する授業科目については． 備考欄に担当する教員数を「兼OJと配入してください。
授業科目を追加又は内容を変更する場合で， 専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては ．

「専任教員採用等訟置計画変更書Jの審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
には ， 『平成O年O月 鑓出予定Jと位入してください。）

『配当年次Jについて ． 設置m可申請時に開講時期を位入する必要がなかった学部等（平成1 9年度認可
以前）についても ， !ll:置U!可時の状況を黒字でKc入してください。 また． 前年度報告時より修正があれば．
赤字で見え消し修正をしてください。

庖修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

(2) 綬室長科白書史

ー10-

備 考

る（資格に関する課程など ，

［ ］肉に ， 届出時の計函

J 

）ノ



(3）未開講科目

番号｜ 授業科目名

オープン講座e
単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択｜ 未開講の理由 代替措置の有無

21 I 一般 ｜ 選択 ｜カリキユラム編成調整に よ り未開講

（注） ・ 設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達し ているにも関わらず ， 何 らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入 して く だ さ い。なお ． 理由については可能な限 り具体的に記入 して く だ さ い。

履修希望者がいなか ったために未開講となった科目については．記入 し ない で く だ さ い。
共通教 育科 目

(4）廃止科目

番号 授業科目名 単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択 廃止 の理由 代替措置の有無
1 ｜該当なし

（注）・設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
ください。なお ， 理由については可能な限り具体的に記入してください。

(5）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見J及び「学生への周知方法J

（注）・授業科目 を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見J及び「学生への周
知方法jを記入してください。

(6）「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計Jの割合

未開講科目と 廃止科目の計
設置時の計画の授業科目数の計

一

（注）・小数点以下第3位を切り捨て． 小数点第2位までを記入してください。

-11  -
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3 施設・設備の整備状況． 経費

区 分
ー『
廿 備考内

( 1 ) 区 分

校舎敷地

運動場用地

専 針

4豆

i也 小 宮十

その他

A 
zョ 百十

専

1(2）絞 舎

講義室

1(3）教室等

用

31,80 1ni 

10, 740ni 

山一

志
用

35, 167ni 

35, 167rril I < 

演習 室

41室

共 問

31,801ni 

10, 740ni 

42. 541 ni 

1. 353ni 

Oni 

Om 

Om 

Oni 

Oni 

共 用

Om 

Om 

Om 

，
m

－

，
m

 

AHU
園

内HUV

両
用一

一
他

専一

一
る
の一

す
等一

用
校一

共
学一

43, s94m 

Oni 

Om) 

実験実習室

34室

言十

35. 1s1m 

40室

川i I c 35. 1s1nii 

情報処理学習施設 ｜ 鮮学蹴訟

4室I 1室

（補助戦員 6人）｜ （補助職員 O人）

＼ノ

:(4）専任教員研究室
10 室

新政学部等の名称 室 数

人聞社会学部現代社会学科

(5) 新設学部等
の名称 〔うち外国書〕

図 書 ｜ 学術雑誌

〔うち外図書〕

冊

電子ジャ ーナル

種｜ 〔うち外図書〕

主見聴覚資料｜機械・器具｜ 標 本

点 点 占

( 330 ) 

2お I < o l 

J03 

� 
m 

+---Wふ4
ι鵠µ
十斗畠ふ＋

「ー収納可能冊数

体育館以外のスポーツ施級の概要

問smlテニスコ ー ト 4函｜卓 球 場

一｜ 区 分 ｜開設年度｜完成年度｜ 区 分 ｜開制年度｜鵬年度｜完成年度

倒 1�守 1教員1人当り研究費等｜ 400干円｜ 400干円｜ 図書購入費 ｜ 6’71肝円｜ 5叩内｜ 山千阿l目r雪�：��号言弘z
5守�号I 明，

｜共同研 究 費 等I 10’ 00 

｜ま官喜｜学生1人当り｜ 第1年次 ｜ 第2年次 ｜ 第3年次 ｜ 第4年次 ｜ 第5年次 ｜ 第6年次

納付金 I 1. 300千円｜ 1 ， 附円｜ 1, 0肝円1 1, 020千円｜ 一千円｜

学生納付金以外の維持方法の概要 ｜寄付金収入 、 私立大学等経常費補助金 、 資産運用収入、事業収入、等

73, 696〔6, 742〕

00学部
( 69, 679 [6, 42泡］）
r守A nnort:. l\n.c司、
I 00守－，1ri: 1e::’，，、
I on唱ni:rt:.ハn泊、、

図
書
・

設
備

73, 696〔6, 742) 

計
( 69, 679 [6. 420)) 
＋..：／－仏ω斜ふ却叫与
, oo n1 ro 1 o’，，、
t on咽nt:.r&: nn11、

面
1(6）図 書館

面
(7）体育館

2, 565 [233) 
ι袋持お�
もお叫ml

( 2, 564 [232)) 
I ') C:t:Cr＇）＇＞＇＞司、
I 'l C:I!.守r'l'lt:司、
r司coo r。今0可、

2, 565(233) 
L説話ml
Lお従お�

( 2, 564 [232)) 
，。Ct:Cr'l’，，，、，．，．，．・』ー－－.. , 
I 'l C.C ・，M'>t:l、．． ・’」，
r 。 Cl:.l:.M'>l!.1、

積

3. 937m 

積

366 [366) 

( 366 [366)) 
←」銘お鉛持
←」斜お斜与
←」総長“持

366 [366] 

( 366[366]) 
十一総延お叫与
十-J斜長斜持
←」総長鎚与

閲覧座席数

238 
303 
鵠♀
♀Jg 

図書賂入計箇の変更と
ともに、 平成26年4月
の渋谷綾地開放に向
け、古い蔵書の一郎の
廃棄を行ったため 、冊
数が若干減少した（25)

。 。

( 0 ) 

。 。
『胃、，••1. 号」＇＂＇＂n、刃快官賓，－一ーー，..・－－�:.,<;.e--·

( 0 ) 
.__) ( 0 ) 

440, 000 

8 面｜大学全体

一千円

（注）・設置時の計画を ． 申請書の篠式第2号（その1の1）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合 ，

複数の織式に分ける必要はありません。なお ， 「（1)校地等」及び『（2）校舎」1立大学全体の数字を ． その他の

項目はAC対象主幹部答の数値安j;？.入して〈だきい内 ）
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・ 運動湯用地が校舎敷地と5J1J地にある場合は ． その旨（所要時間 ・ 距離等）を『備考」に記入してください。

・ 「（5）図書・設備」については ． 上段に完成年度の予定数値を ， 下段には平成25年5月1日現在の数値を記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては ， 変更部分を赤字で見え消し修正するとともに ． その

理由及び報告年度「（25）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお． 昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については．見え消しのまま黒字にしてください。

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少 ． 建築計画の遅延）がある場合には ，
f 建築等設置計画変更書J

を併せて提出してください。

ー13 -



4 既設大学等の状況

大 学の 名 称 実践女子大学 備 考

既設学部等の名称
修業 入 学 編入学 収 容 学位文 定 員 開 設

所 在 地
年限 定 員 定 員 定 員 は称号 超過率 年 度

年 人 3年次 人 倍
人

文学部

国文学科 4 110 13 500 学士 1. 17 昭和40 平感iJ年4丹占y
（文学） 年度 みす定員妥更

t�国HO f会
ω与一
平成25年4月より
編入学定員変更
1；→l'HA引

共通教育科目 4 110 13 500 学士 1. 18 昭和40 平感23年4丹よy
（文学） 年度 入？定員変更

tw-trn f企
嶋与一
平成25年4月より
編入学定員変更
g→1ヌ (A?) 

美学美術史学科 4 90 8 410 学士 1. 17 昭和60 平成23年4J:lより \...._.., 
（文学） 年度 入学定員獲更

mo・国90 {Ato} 
平成25年4月より
緩入学定員変更
15→13 (.6.2) 

生活科学部

食生活科学科 4 70 2 308 学士 1. 13 昭和41 平成25年4月より
管理栄養士専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更

14『2(.6.12)

食生活科学科 4 75 2 310 学士 1. 12 昭和41 平成25年4月より
食物科学専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更

5→2 (.6.3) 

4 40 160 学士 1. 33 平成25 平成25年4月開段
食生活科学科 （生活科学） 年度

健康栄養専攻

4 80 2 340 学士 1. 19 昭和40 平成25年4月より
生活環境学科 （生活科学） 年度 編入学定員変更

10→2 (.6.8) 

生活文化学科 4 40 2 180 学士 1.23 平成19
東京都日野市

平成25年4月より
生活文化専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更大坂上四丁目 10→2 (.6.8) 

1番地の1
生活文化学科 4 45 2 190 学士 1. 11 平成19 平成25年4月より

幼児保育専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更
5→2 (.6.3) 」ノ

人間社会学部 人聞社会学部は
学部一括入斌の
ため 、 入学者を
定員で妓分して
超過率を算出

人聞社会学科 4 100 10 490 学土 1.11 平成16 平成23年4月より
（人聞社会学） 年度 入学定員変更

140→100 Cム
40) 
編入学定員変更
ワn－‘1n(A1円、

現代社会学科 4 100 10 300 学士 1. 10 平成23
（人聞社会学） 年度

文学研究科

国文学専攻 3 3 9 1専士 0.00 昭和44
(t専士後期課程） （文学） 年度
国文学専攻 2 10 20 修士 0. 30 昭和41
（博士前期課程） （文学） 年度
英文学専攻 2 6 12 修士 0.00 昭和41
（修士課程） （文学） 年度
美術史学専攻 3 2 2 1専土 0. 17 平成23
（博士後期課程） （文学） 年度
美術史学専攻 2 6 12 修士 0.83 平成4
（博士前期課程） （文学） 年度

ー14  -
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生活科学研究科
食物栄養学専攻 3 2 6 博士 0. 17 平成17
（博士後期課程） （食物栄養学） 年度
食物栄養学専攻 2 6 一 12 修士 0.33 昭和41
（博士前期課程） （食物栄養学） 年度
生活環境学専攻 2 6 12 修士 0.50 平成元
（修士課程） （生活科学） 年度

人聞社会研究科
人間社会専攻 2 7 14 
（修士課程） （人聞社会） 年度

大 学の 名 称 実践女子短期大学 備 考

既設学部等の名称 修業 入 学 編入学 収 容 学位又 定 員 開 設｜｜所 在 地年限 定 員 定 員 定 員 は称号 超過率 年 度

年 人 年次 人 倍

人
i開吾コミュニケーシヨ 1. 10 昭和27 平成24年4月より
ン学科 （日本語コミ1ニケー 年度 入学定員変更

ション学） 東京都日野市 100→80（ム20)

英語コミュニケーション 0. 81 昭和27 神明 一丁目 平成24年4月より
学科 （英語コミlニトショ 年度 13番地の1 入学定員変更

ン学） 120→100(b20) 

平成25年より学
生募集停止（食

l物栄養学科）

（注）・ 本調査の対象となっている大学等の設置者 （学校法人等 ）が 設置している全ての大学（学部，学科）．

大学院（専攻）及び短期大学（学科）について ． それぞれの学校種ごとに．平成25年5月1日現在の
上記項目の情報を記入してください。その際 ， AC対象学部生学科等についても当訪様式に記入してくだ
さい。（ただし専攻科に係るものについては．記入する必要はありません。）

・『定員超過率』 には ． 標準修業年限に相当する期間における入学定員 に 対する入学者の害IJ合の
平均の小数点第2位まで（小数点第3位を切り鎗て ）を ． 学科（短期大学において 専攻課程を設置
している犠合 には，専攻課程）単位で記入してください。

・ 学生募集を停止している学部等 がある場合 ． 入学定員と収容定員は「ーJとし，
「備考」に「平成

。年より学生募集停止』と記入してください。

ー15-



5 教員組織の状況

＜人間社会学部 現代社会学科＞

(1)担当教員表

腿 可 時 の 計 画 変 更 状 況
専任・ 専珪 ・

R・・司・・・
聡名

氏 名 就任予定年月 担当媛業科目名
車担・

除名
氏 名 就任予定年月 担当録業科目名

備 考
兼任 （年 齢） 葦桂 （年 齢）
の別 の別

γ. ，：，；· ー愉
女性と労働
京族社会学
ゲイ11'－汗ィ社会鎗※
現代γャーナリZト槍
特別繍積 B

専 教授 鹿嶋 敬 平成23年4月 実践入門信ト
演習I
演習 E A 
演習 E B 
演習E A 
演習回目
演習N A 
演習N B 

、、ー，d’

人聞社会学総治※ 人聞社会学総輸※
人間教育学級倫 人間教育学標蛤
人間関係槍 人間関係鎗
人間形成愉 人間形成蛤
教育社会学 教育社会学
r ィ，rーシティ社会諭※

教短
r ィハ

．
ーシT｛社会槍※

贋井（贋JII)多 特別講義 B
（学 虞井（！J(JII)多 特jj>JIII義 B

平成25年4月専 教綬 鑓子 平成23年4月 実践入門セミト 専 鶴子 平成23年4月 実益入門セミト
演習I 部

演習I 学飾長車t径

演習 E A 
長）

演習 E A 
演習 E B 演習 E B 
演習E A 演習E A 
演習E B 演習E B 
演習N A 演習W A 
演習W B 演習W B 

心理学基礎 心理学基礎
行動科学 行動科学
安全心理学 安全心理学
産業心理学 産業心理学
心理学研究法 心理学研究法

教綬 特別機義 A 教授 特Jllllll義 A

専
（学 松浦 常夫 平成23年4月 実践入門セミト

尊
4学 松浦 常夫 平成23年4月 実践入門tミナ・

任期により主任支代科主 演習I 科書 演習I
任） 演習 E A 任与 演習 E A 

演習 E B 演習 E B 
演習E A 演習皿 A
演習E B 演習m B J 
演習W A 演習W A 
演習W B 演習W B 

経5時学概治
現代日本経済鎗
地綾経済と社会
経5時発展と社会
中小企業輪

曇 昭吉
実践入門セミナー

専 教綬 平成23年4月 演習I
演習 E A 
演習 E B 
演習E A 
演習E B 
演習N A 
演習W B 
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包可時の針薗 変 更 状 況
専
業

任
担

・ 専任・

院名 氏 名 tt佳予定年月 担当授業科目名
車担・

聡名 氏 名 就任予定年月 担当侵業科目名
備 考

兼任 （年 齢） 軍怪 （年 齢）
の別 回別

キャリniゲルト鎗 キャ ＇）7林グメント泊
キャリ7教育支援愉 キャ＇J7教育支慢鎗
人事管理鎗 人事管理詰
リーゲサヲプ蛤 リ－r ーシヲna

谷内 篤博
J-f：，ゲ鎗 教短

谷内 篤博
コー子：，f蛤

耳E 教授 平成24年4月 演習 E A 専 （主 平成24年4月 演習 E A 
演習 E B 任） 演習 E B 
演習E A 演習ill A 
演習EB 演習EB 
演習N A 演習W A 
演習WB 演習WB 

異文化理解業
中国Illコミュニトション I A 
中国栢コミュニトンヨ， I B 

蘭 明 中国lliコミzニケーシ3ン E A 
専 教提 平成23年4月 中国語コミzニトシヨン E B 

演習E A 
演習EB 
演習N A 
演習NB 

インffi,-f1f' •インゲリヲシュ
異文化理解※
芙踊コミzニトション I

敦子
英陪コミェニトショ， Il A 

専 桂教祖 阿佐美
(

平成23年4月 英I苦コミュニトソヨン IlB
演習E A 
演習E B 
演習W A 
演習WB 

経漬学概輪
企業戦略自由
判明7f"＇

＂

イン愉
現代企業泊
国際経5時治
国際企業輸

専 桂教！宣 高橋 意智郎 平成23年4月 実践入門tミト
演習 I
演習 E A 
演習 E B 
演習E A 
演習EB 
演習N A 
演習WB 

社会学績鎗
現代社会泊
地核社会学
社会問査方法蛤
実践入門信←

専 佳教祖 原因 縁 平成23年4月 演習 I
演習 E A 
演習 E B 

、ノ 演習E A 
演習EB 
演習N A 
演習WB 

日本国憲法
法律学
行政法
消費者保t重論
経済法

金津 隊 実践入門セミト
専 続師 平成23年4月 演習 I

演習 E A 
演習 E B 
演習E A 
演習E B 
演習W A 
演習WB 

教担量 人間社会学総鎗※
教短 人聞社会学総..※

（学 飯田 良明 社会心理学 社会心理学 平Ji£25年4月兼担 部 平成23年4月 実践入門セミト （副           飯困 良明
兼担          

平成23年4月 実践入門tミナ・

副学長軍主任演習 I 漬習 I長｝ オーJ"ン撹座e

学
:II) 

才－7"：，織座e
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盟 関 闘のBT l!!J 膏 匝 才安 ·II 

l専任 ・ 専任・
兼担・ 聡名 民 名 就任予定年月 担当授業科目名

費担・
聡名 氏 名 就任予定年月 担当侵業科目名 備 考

兼任 （年 齢） 現桂 （年 齢）
の別 の別

石川 祥一 異文化理解※

業担 教授 平成23年4月 芙悟コミzニヤ－；，ョン I
芙梧Jhニヤーソヨ，llA
英鱈コミzニトソヨ：，n B 

家接関係幽

数野 昌三 法律学
兼担 教綬 平成23年4月 民法概諭

実践入門セミト
演習 I

人間社会学総鎗※

趨 穂子 心理学基礎

ヨU!! 教授 平成23年4月 生涯心理学
女性心理学
実起入門セミナー

演習 I

m由 邦秀
経営学績鎗
キャリ1'fザイン鎗策担 教担量 平成23年4月
実践入門セミト
演習 I

3ミaニトシヨン続鎗※

高木 裕子 共生支Ii鎗
兼担 教授 平成23年4月 社会文化事業槍

実践入門世ミト
演習 I

コミュニトションlPl鎗※ 
認知心理学
学習心理学

兼担 世教担 裏滞 俊二 平成23年4月 心理学統計法
心理学実験実習 I
心浬学実験実習E
実践入門tミト
演習 I

簿毘蛤 I
簿包蛤E
会計学総．

簿肥諭 I
会計la査箇

簿飽愉E 社会会計鎗 平成24年3月石JII恵子准敏浸
＊担 世教祖 石川 恵子 平成23年4月 社会会計箇 蒙担 車瞳慣

蒋 飛鴻 平成25年4月 実童書入門セミナー

退織のため 、 蒋飛鴻；量教授鐸演習E A 実録入門セミす・ 漬雷E B 飼による（25)
演習 I 演習EA 

潰習E B 
漬官WA 
演習W B 

社会と統計
社会問査概泊
踊査・実駿デサ処理法
社会調査実習 I

兼担　桂教祖　　
竹内光悦　　　　平成23年4月 社会訓査実習E

社会科学ず寸分析
実践入門量ミト
演習 I

J 

情報リ行ト2g

兼担 鴎師
松下 慶太 平成23年4月 ヨミ1ニトシルlPl鎗※

実包入門セミト
演官 I
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眼前障 の 酎 凹 ヨF 主疋 況
専任 ・ 専桂 ・

聾担・
臓名 氏 名 就任予定年月 担当授業科目名

’E包 ・

鞍名 氏 名 就任予定年月 担当浸業科目名 備 考
聾怪 ｛年 齢） 軍任 （年 齢｝
の別 の別

、ノ

（注）・ 申1肩書の撚式第3骨（その2の1）に準じて作成してください．
なお ． 当骸tt置に係る学部． 学科等に所属しない教員であって ． 全学共通 ． 学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

所属している場合は． (00学都 AA学科〉の箇所を『共通J とし。表を分けて作成してください．
・ 後任が決まっていない場合には． 「後任未定J と位入してください．
・ 辞任者は「備考』に退腺年月 ． 氏名 ． 理由在記入してください．

年齢lま ． 『情雷障の僻1111にl士当随筆部Sの曽』臼豊i二益I土ゑ道生島を． よ盆豆盆温L1三l孟豆露呈E年E貝1因調書の温年齢
を記入してください．

・ 教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合 （『新規篠用J. 「担当授業科目の変更』又は『昇格」をいう．）は ．

変更後の状況を！i!入するとともに． その理由． 後任者が決まっていない場合は ， 「変更状況Jの『氏名』に「後任未定Jと記入L.
及び今後の採用計画を『備考」に記入してください．

・ 盟百？”・＝けもや重量稲a・m・停車聖．泰司F曹す品温舎は ． 当骸専任教員が授業を開始する前に必ずf専任教員採用等位置E十回
変更書J を提出し 大学級置・学技法人審織会による教員資格審査（AC教員審査）を受けて〈ださい. ACM!・S害事唇けずに車径
教員として擾象等を担当するこ止は出喪主＃んー

「専任教員採用等変更書 （AC) Jを提出し『可Jの教員判定を受けている場合は『O年O月教員審査済J.変更書を鍵出予定
の場合は「O年O月変更書提出予定』とti!入してください．

なお ， 級置Ill可審査時に教員審査省略となっている場合は 句 「備考J に『 （教員審査省略 ）」及びその変更の理由． 変更年度
｛ ）書き等のみを記入してください．

(2）専任教員霊長 v 
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(3）専任教員辞任等の理由

番 号 職 位 尊任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

1 ※該当な し

2 

3 

共通教育科目

(4）専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法』

※該当なし

（注）・ 上記（3）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及ぴ「学生への周知方法Jを位入してください。
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6 留意事項に対する履行状況等

区 分 留 意 事 項 履 行 状 況
未履行事項に ついて

の実施計画

設 置 時

該当なし 該当なし 該当なし

（平成23年5月）

共通教育科目

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成24年5月）

設置計画展行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成25年5月）

設置計画履行状況

調 査 時

（平成26年5月）

（注）・ 「設置時」には ． 当該大学等の設置時に付された留意事項（学技法人の寄附行為文は寄附行為変更

の認可の申請に係あ留煮事項安除乙）と，それに対する履行状況等について．具体的に記入し

報告年庭多（ ）害者で付記してください。（認可で設置きれた学部学科等のみn ) 

「設置計画履行状況調査時」！こは，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

履行状況等について，具体的に記入するとともに ， その履行状況等を裏付ける資料があれば ． 添付

してください。

定員管理に係る留意事項への麗行状況は， 指摘を受けたさ学科筈についてのみ記入して〈だきいn

該当がない場合には，
「 該当なし」と記入してください。

- 21 -
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7 その他全般的事項

＜人聞社会学部 現代社会学科〉

( 1 ）設置計画変更事項等

設 鐙 時 の 計 画 変更内容 ・ 状況 ． 今後の見通しなど

共 通 教 育 科 目 なし

（注） ・ 1～6の項目に記入した事項以外で ， 設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

・設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し ． それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。（記入例参照）

(2）教員の資質の維持向上の方策（FD活動含む）

①実施体制

a委員会の設置状況

大学の全学組織としては、FD活動を円滑に行うため学則第48条に基づき、実践女子大学FD推進

委員会及び実働部隊として実践女子大学FD推進委員会が設置されている。

人聞社会学部では学部でのFD活動の充実を図るため、学科会議、学部教授会等先生方の集まる

機会を利用し、FDIこ係る案件について議論をおこなっている。

b委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

平成24年度の実践女子大学FD推進委員会は年8回開催され、各学部長、学科・課程主任、大学

教育研究セント長等8回の会議すべてにほぼ全 員が出席した。

学部のFD活動に関しては、学科会議を中心としてキメ細かな対応を目指している。

c 委員会の審議事項等

【大学】

・平成24年度におけるFD活動について

．平成24年度 授業評価アンケートについて

·FD研修会について

・授業評価7ンヤートの中止と代替案について（リ7'Jシヨン・ へ
．

ーハ
．

一等の利用と、綬業改善報告書の提出）

．実践対ンダード科目7ン守一トの実施（共通教育科目の成果確認）

・授業改善等に関する取組について

・ディプロマ ・ホ
．

リシーの再検証について

．綬業改善報告書について

【学部 ・学科】

・ 学生実態調査及び満足度調査（大学とは別途試行中）

．カリキュラムの点検

．学習ポートフオリオの点検・検討

｜②実施状況

I a実施内容

平成24年度も、FD活動として下記の肉容に積極的に取組、成果は上が ったと考えている。
．学生実態調査及び満足度調査（毎年実施）
·FD研修会
・カリキュラムの点検

－卒業論文概要書の刊行

．非常勤講師懇談会

・専門演智検討会
・ 学習ポー ト フォリ オの点検と検討

- 22 -



共 通 教 育 科 目

・学生実態調査及び満足度調査

本年度もデー タ蓄積のため、 入学時に実態誠査、 卒業時に満足度調査、 を実施し、 学生の意識や

把握を継続的に行っている。

• F D研修会

本年度は人聞社会学部で設置時より導入しているG p A制度の利用に関して、 大学F D推進委員会

の研修会に際し機会をいただき講演をおこなった。

・カリキュラムの点検

各教員が担当する綬業科目に関し、 学科としての一貫性を維持するため相互評価を行っており、

本年度も実施した。

－卒業論文概要書の刊行

平成19年度の一 期卒業生から、 毎年卒業年次生が作成する卒業論文概要書を一冊にとりまとめ、

在学生及びオー プンキャンパスに訪れた高校生に広〈公開しており、 平成24年度も実施した。

－非常勤講師懇談会

毎年実施している学部科目担当非常勤講師との懇談会を今年度も実施した。 学部教育の理念の

説明や各担当科目ごとの内容の調整などを行うと共に、 本学部の学生遠の勉学態度や意欲等に関

して意見交換をおこなう貴重な機会となっている。

－専門演習検討会

1, 2年時の演習（演習I,IIA,IIB）で担当教員の個性を発揮してもらうと同時に、 演習の達成

課題や運営方法の共通理解を深めるため、 専門演習検討会・研究会を実施している。 この検討会

を過して集まり議論された内容をもとにして、 学部としての「基礎演習テキストJの充実を図り

教育効果の向上を目指している。

c 開催状況（教員の参加状況含む）

学部（学科）会議を中心として行っており、 課題によっては小グルー プを作り対応している。

学科設置当初より、 各活動への参加は必須としており、 概ね全員が何らかの活動に従事している。

d 実筋結果を踏まえた綬業改善への取組状況

各種活動結果をできるだけ早く学生に還元できることが必要であり、 例えぱ授業改善に関しては、

リ1'Jションヘ
・

ーハ
．

ー l二番かれたことについては次週での改善を目指している。

③ 学生に対する授業評価アンケ ートの実施状況

a 実施の有無及び実施時期

期末の授業評価では改善が次の期になってしまうことから、 慢業内での l)J'Jシヨン ・ へ
・

ーハ
・

ーや7ントトを

用いた綬業改善の実施を試行している。

b 教員や学生への公開状況 ， 方法等

改善の状況に関しては、 大学F D推進委員会でH Pに公開することが承認されている。
吋J a 委員会の設置状況」には ， 関係規程等を転載又は添付すゐこと。
『②実施状況Jには ， 実施されている取組を全て記載すること。 （記入伊l参照）

J 

\..) 
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(3）自己点横・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価 ・ 所見
人聞社会学部現代社会学科の設置の趣旨は、社会人に求められる幅広い知識・技能と教養を身につける

と同時に、教育・4士会や企業社会、コミlニヤーシヨンを中心とする専門的な知識・理論を活用し、今日の企業等の
組織や地減社会でかつゃくできる実務能力を有する人材の育成である。現代社会学科では、単に共生社会、
ゲイ／＼

・

ーシ子ィという社会現象を知識として学ぶだけではなく、知識を活用して実社会で直面する課題に対処
できる能力を備え、それぞれの組織で活躍できる人材を育成する。

人聞社会学部に現代社会学科設置するにあたり、学部一括入試を導入し、学科選択を2年次進級時とし、
1年次力l)fJ.うムは学部共通とした。現状では先生方の調整努力もあるが、学科選択に際しては、人聞社会学科
現代社会学科ともにほぼ半数になっており、それぞれの学科の差別化は図られていると恩われる。

学部、学科の設置に関しては、志願者数の漸増の傾向を見ると、現代社会学科を含めた人聞社会学部の
人材育成の姿勢が十分に理解され、社会に受け入れられたものと考えられる。

② 自己点検・評価報告書

a 公表（予定）時期
・現在大学基準協会の評価を受けるべく、大学として自己点検・評価報告書を提出した所である。

現在提出した報告書の公開を準備しているが、大学の公式H Pのリニュ ーアルが行われており、
公表時期lまリニュ ーアルの完了後になると思われる（平成25年6月末予定）

b 公表方法
実践女子大学ホームペー ジ上での公表を予定

l③認証評価を受ける計画
・平成25年どに評価を受けるべく、大学基準協会に申請および評価報告書を提出している。

ー 置時あ苛面否変更（又は禾実施）の有無に関わらす記入しでて�
また． 『①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見Jについては，できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

なお ． 「② 自己点検・評価報告書」については． 当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
いて記入してください。

(4）情報公表に関する事項

0 設置計画履行状況報告書

a ホームペー ジに公表の有無 ⑤ 無

b 公表時期（未公表の場合は予定時期） （ 平成25年6月30日 ） 
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